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　ヒ ヨコ やハ トを対象に，特定の大きさを S＋ とする絶対的弁別 と，

よ り大きい，あるい は よ り小さい とい っ た大きさの 相対的弁別学習

後の般化勾配につい て検討 した研究わ垳 われて い る （HaUf 　et　aL，

2008；久保
・
小野，2009）。

これ らの 研究に おい て，緲 寸的弁別学

習後では S＋の刺激を頂点 とした山型の勾配燐尋られ 相対的nt［J

学習後では
一
方 の端の刺激か ら他の端の朿1嫐 へ の ［自線的な上昇，も

しくは下降 勾配が得られるこ とが明らかにされた。

　本研究は，ハ トを対象に各弁別学習後の般化勾配の違し、につ い て

個体内比較を用い て検討した久保・小野 （2009）の手続きを ヒ ト

に適用 させ，ヒ トに おける絶対的
・
椙対的弁別学習後の般化勾配に

つ い て検討を 行っ た。

　　　　　　　　　　　　 方 法

　 実験勠 睹 大学生および大学院生 24 名。

　装置 缶蜘 用ノートパ ソコ ン と朿「嫐提示お よ び反応用 の タ ッチ

パネ ル モニ タを使用 した。刺激 として大きさの 異なる 5個の 正三角

形，あるい は 円の刺激系列を使用し，各系列の 刺激にサイズの 小 さ

い もの から順に 1か ら5の刺激番号をつ けた。

　訂「練ペ アとして 1−3，2・3，3・4，3・5 の 4つ の組み合わせ を，テ

ス トペ アとして訓鰊で用い たものを含む可能な組み合わせ全て （計

10ペ ア）を 提示した 。

　手続ぎ　≠拐「」訓練か ら般化テス トまでを 1実験セ ッ トとし，各実

験参加者に対 して 2セ ッ トの実験を行 っ た。nt［　11waは，1セ ッ ト

目で絶対的≠捌 の場合は 2 セ ッ ト目で 相対的弁別を学習させ ると

い うように，1セ ッ ト目と2セ ッ ト目で異なる弁別学習を実施 した。

各弁別学習の実施II頁序は実験参加者間で カウ ンターバ ラン スを と

っ た （絶対的粥 1」先行 ：12 名，柑対的弁別先行 二12 名）。また，

輯 敷として 1セッ ト目では正 三角形の 刺激系列を，2セ ッ ト目では

円の刺激系列を使 用した。

　弁男膕1鰊　2刺激同時弁別課題を使用した。各諦 テは，注視刺激

の提示に よ り開始 し，実験参む［渚 が注蹶 ll激に反応 した後」 2束「嫐

を左右並列に提示 した。正誤の フ ィ
ードバ ッ クは 1秒で，正反応時

は得点加皹 とと もに画面が緑色に なり，誤反購 は画面が黒色に な

っ た。正誤の フ ィ
ードバ ッ クの 後，2秒間の 諦 テ闇間隔を経て 次の

言斯ラへ 移行した．荊 蜩「棘 は 4言式行を 1ブ ロ ッ ク とし，4ブロ ッ ク

連続正答するまで実施した。

　 正回芯の定義は，絶対的弁別で は 3の刺激を選択するこ と，相対

的弁別で は 2つの刺激の うち，より大きい あるい は，よ り小 さい 創

激を選択する こととした （larger　S← ：12名，　sma 皿er　S＋ ：12名）。

　般化テス ト 訓練 で使用 した組み合わせ を 含む 10組のテ ス トペ

アをそれぞれ 4回ラン ダム 頓「廁茎で捉示した。テス トでは正誤の フ

イ
ードバ ッ クは行わなかっ た。

　　　　　　　　　　　結果と考察

　実験の 結果 先行研究か ら予想されるよ うな，絶対的弁別 学習後

に S＋の朿「嫐 （3）を頂点 とした山型の 勾配を示し，相対鞠弁剔学

習後に直 線的な勾配 を示 した実験参加者 は 7 名であ っ た （図 1 参

照）。 また，1名が絶対的弁別学習後の み に，9名が相対的弁別学

習後のみに特徴的な勾配を示 した。残 りの 7名の実験参加者は どち

らの 弁£「岸習後におい ても特 徴的 な勾配 を示さず，共通 した傾向も

み られなかっ た。

　また，本研究では，栢対的 弁別学習後の みに特徴的な勾配を示し

た実験参加者の うち，5名に おい て興味深い 結果がみられた。 これ

らの 実験参加者は絶対的弁別学習後 も相対的弁別学習後で みられ

る よ うな直線に近い勾配を示 した （図 2参照）。

　なお，図の刺激選 択率はテス トに おける各觀 i麟 纈 測可数を各

刺激の 緇 是示数 （16 回）で割る こ とに よ り求めた もので ある。

　本研究の結果か ら，大き さのみ が異なる 2つ の刺激を提示 した場

合，ヒ トは 朿1嫐 問の 関係に もとつい た弁別を行い やすい こ と，S＋

刺激の絶対的な特徴 に対する感受 「生が ヒ ヨ コ やハ トよ りも低い と

い っ たこ とが示唆され る。
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図 2　各弁別学習後の テス トで直線的な勾配を示した実験

参加者のデータ例
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